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組織の概要 

１．事業所名及び代表者名      

株式会社 藤村商店 

代表取締役 藤村光弘 

２．所在地 

  東京都八王子市小宮町 1184-68  

３．環境管理責任者   

藤村房恵 

  連絡先    TEL: 042-646-1588  E-Mail：fujimurasyoutenn5@yahoo.co.jp 

４．事業の規模 

  資本金：    898万円  

 2018年 1‐12月 2019年 1‐12 月 2020年 1－12月 2021年 1－12 月 2022年 1 月－12 月 

売上高（万円） 4,444 3,248 1,616 1,566 3,878 

収集運搬量（ｔ／年） 691.4 816.3 666.3 729.6 1,436.2 

従業員数（人） 3 3 3  3 5 

床面積（㎡） 160.29 

敷地面積（㎡） 318.26 

保有車輛 12ｔアームロール 1 台、2ｔトラック 1 台、4t パッカー車 1 台、軽ト

ラック 1台 

２t トラック１台、

４tパッカー車１台、

軽トラック１台 

 

５．事業の概要 

  ①産業廃棄物（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず、陶磁器くず、がれ

き類、紙くず、木くず、繊維くず）の収集・運搬 

②一般廃棄物（厨芥類、紙くず、木くず、繊維くず）の収集・運搬 

③古物商（不用品買受） 

④再生資源回収 

６．情報公開項目 

  １）設立年月日 ：1998年 4月 1日 

２）株式会社設立：2020年 2月 4日 

  ３）産業廃棄物収集運搬業 

・許可番号 東京都：第１３－００－２１６４６９号 

     ・許可年月日 令和 2年 8月 4日、許可の有効年月日 令和 7年 8月 3日 

・許可の種類：汚泥、廃油、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

金属くず、ガラス・コンクリート・、陶磁器くず、（水銀使用製品産業廃棄物

を含む。）積替え保管なし 
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  ４）一般廃棄物収集運搬業 

・許可番号 八王子市：２八資廃一収第１７1号 許可第２７３号 

     ・許可年月日 令和 5年 2月 20日、 

・許可の有効期間 令和 5年 3月 1日から令和 7年 2月 28日まで 

・許可の種類：事業系一般廃棄物 厨芥、木くず、紙くず、繊維くず 

５）古物商許可証 第３０８８３２００４７７３号 交付 令和 2年 3月 23日 

  ６）再生資源回収事業者認定証 

      ・認定番号 第 R１３K―０１１３６号 

   ・認定年月日 令和 3年 11月 20日 

      ・認定の有効期限 令和 3年 11月 20日から令和 6年 11月 19日 

      ・認定の種類 再生資源回収事業者 
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2020 年 1 月 25 日

役割・責任・権限
代表者 ・環境経営に関する統括責任。

・経営における課題とチャンスの明確化
・環境方針の作成と社員への周知
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施。

・環境活動レポートの承認。

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理。
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認。
・環境目標・環境活動計画書を確認。
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの確認。

EA21事務局
・環境目標、環境活動計画書の作成。
・環境活動の実績集計。
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚
・問題点の発見、是正、予防処置
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

・環境活動レポートの作成、公開

藤村和也

実施体制

代表者
藤村光弘

環境管理責任者
藤村房恵

従業員

ＥＡ21事務局
藤村房恵

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施。
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環境経営方針 

 

基本理念 

藤村商店は、一般廃棄物、産業廃棄物収集運搬する事業において、環境負荷低減、資源使用の節約に努

め、清潔で暮らしやすい町作りに貢献致します。 

活動指針 

１） 会社全体として、環境目標を設定し、継続的に環境負荷低減を図ります。 

① 電気、軽油、ガソリンの省エネルギー活動の推進。 

② 自社及び収集・運搬廃棄物のリサイクル向上に努めます。 

③ 節水活動による水使用量の消滅に取り組みます。 

④ 印刷用紙類の使用量削減に取り組みます。 

２） 常に最新の環境関連法規等を入手し、法規制及びその他の合意事項を遵守します。 

３） 環境経営レポートを公開し、地域社会と連携した環境保全活動を行います。 

４） この環境経営方針を全ての従業員に周知します。 

 

 

平成 30 年 10 月 26 日 制定 

令和 3 年 3 月 10 日 改訂 

 

 

 

 令和 3年 3月 10日 

株式会社藤村商店 

藤村光弘 
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承認 作成

藤村光弘 藤村房恵

削減はマイナス（-）、増加はプラス（+）、現状維持は（０）で記入します。

基準年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

2018年度
2022年1月～
2022年12月

2023年1月～
2023年12月

2024年1月～
2024年12月

2025年2月～2026
年

二酸化炭素排出量削減

CO2排出量 (t-CO2) 24.0 23.1 23.0 22.9 22.8

(対基準削減比　%） -3.5 -4.0 -4.5 -5.0

電力使用量削減

電力（電灯）使用量 (kWh) 2,771 2,674 2,660 2,646 2,632

(対基準削減比　%） -3.5 -4.0 -4.5 -5.0

燃料消費量削減

ガソリン消費量 （ℓ） 825 797 792 788 784

(対基準削減比　%） -3.5 -4.0 -4.5 -5.0

軽油消費量 （ℓ） 5,582 5,386 5,358 5,330 5,303

(対基準削減比　%） -3.5 -4.0 -4.5 -5.0

LPガス使用量 (ℓ) 3,454 3,333 3,315 3,298 3,281

(対基準削減比　%） -3.5 -4.0 -4.5 -5.0

廃棄物削減
廃棄物排出量（一廃+産
廃)

(t) 0 0 0 0 0

(対基準比率　%） 0.0 0.0 0.0 0.0

その他

水使用量 (m3) 149 145 144 144 144

(対基準削減比　%） -3.2 -3.5 -3.5 -3.5

グリーン購入 (品目) 2 4 5 5 5

(対基準削減比　品） 2.0 3.0 3.0 3.0

自社取組み

顧客サービスの改善提
案件数

(件) 5 23 25 25 25

(対基準削減比　%） 350.0 400.0 400.0 400.0

教育・説明・勉強会 (回) 12 12 12 12 12

(対基準削減比　%） 0.0 0.0 0.0 0.0

地域清掃・地域リサイク
ル活動

(回) 4 6 6 6 6

(対基準削減比　%） 40.0 60.0 60.0 60.0

0 0 0 0

(対基準削減比　%） 0.0 0.0 0.0 0.0

(対基準削減比　%） 0.0 0.0 0.0 0.0

注) 購入電力の排出係数はジェイコム八王子（平成29年度）の調整後排出係数=0.638㎏-CO2/kWhを使用した

中期環境目標設定表

項目
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2022年度 環境経営目標結果 承認 作成

藤村光弘 藤村房恵

基準年度 2022年度目標 2022年度実績

2018年度
2022年1月～2022

年12月
2022年1月～2022

年12月

二酸化炭素排出量削減

CO2排出量 (t-CO2) 24.0 23.0 21.8 94.8% 〇

(対基準削減比　%） 4.0

電力使用量削減

電力（電灯）使用量 (kWh) 2771 2660 2842 106.8% △

(対基準削減比　%） -3.5

燃料消費量削減

ガソリン消費量 （ℓ） 825 792 536 67.6% 〇

(対基準削減比　%） -3.5

軽油消費量 （ℓ） 5582 5358 7,120 132.9% ×

(対基準削減比　%） -3.5

LPガス使用量 (ℓ) 3454 3315 0 0.0% 〇

(対基準削減比　%） -3.5

廃棄物排出量（一廃+産廃) (t) 0 0 0 #DIV/0! #DIV/0!

(対基準比率　%） 0.0

その他

水使用量 (m3) 149 144 154 106.5% △

(対基準削減比　%） -3.2

自社取組み

顧客サービスの改善
提案件数

(件) 5 25 5.0 20.0% ×

(対基準削減比　%） 350.0

教育・説明・勉強会 (回) 12 12 12 100.0% 〇

(対基準削減比　%） 0.0

地域清掃・地域リサイ
クル活動

(回) 4 6 5 78.0% ×

(対基準削減比　%） 40.0

項目 比率 評価
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環境活動計画と取組みの評価 

環境目標 取組み事項 評価 評価 

電力使用量の削

減 

①昼間不用時の消灯、電源 OFF 

②ＰＣのスリープモード設定 

③空調温度の適正化 

△ 消灯は徐々に改善されてきている 

PC はスリープモードか OFF にしている 

空調温度は適正、長時間の使用 

ガソリン使用量の

削減 

①制限速度の厳守 

②アイドリングストップ 

③タイヤ空気圧の適正化 

④収集運搬経路の適正化 

○ 制限速度は常に守られている 

アイドリングストップ している 

タイヤ空気圧は毎月確認 

収集運搬経路は毎日確認 

LP ガス使用量の

削減（パッカー車） 

①制限速度の厳守 

②アイドリングストップ 

③タイヤ空気圧の適正化 

④収集運搬経路の適正化 

〇 制限速度は常に守られている 

アイドリングストップ している 

タイヤ空気圧は毎月確認 

収集運搬経路は毎日確認 

事業系一般廃棄

物の削減 

①分別排出の励行 ○ 分別を実施している 

軽油使用量の削

減 

①制限速度の厳守 

②アイドリングストップ 

③タイヤ空気圧の適正化 

④収集運搬経路の適正化 

× 制限速度は常に守られている 

アイドリングストップ している 

タイヤ空気圧は毎月確認 

収集運搬箇所増加に伴い走行距離増 

水消費量の削減 ① 節水呼びかけ △ グリーンカーテン設置に伴い使用量増 

顧客サ-ビスの改

善提案 

①事故及び苦情の防止 

②営業、チラシ配り 

② 電話対応 

× 顧客への対応は徹底している 

顧客数は増えているが、目標には到達

していない。努力の継続 

次期への取組み 

電気使用量では、暖房・冷房共に長時間使用の結果、増加してしまった。考慮する必要がある。 

暑さ対策の為、窓の外にグリーンカーテンを設置。年内は効果なかったが、来年に期待。しかし、

水の使用量が増加してしまった。 

ガス使用車が無くなったので、次回からはＬＰガス使用量は掲示しません。 

 

主な環境法規制の遵守状況 

 環境法規制 遵守状況 

１ 廃棄物の処理及び清掃に関する法律 ○ 

２ 消防法 ○ 

３ 家電リサイクル法 ○ 

 

環境関連法規への違反はありません。なお、関係当局より違反等の指摘は、過去 4年間ありません 
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代表者による全体評価と見直しの結果
出席者 経営・環境管理責任者、エコ21事務局、推進委員

前回の指示への取
組結果

定期的に確認する事項は、月初めの営業日に確認をすることとした。

1） 環境関連法規の遵守状況

2）環境関連法規制等調査リストの見直し

見直しに必要な情報 3） 環境目標の達成状況及び環境活動計画の実施状況、その評価結果

4） その他

【環境経営方針が有効に機能しているか】1）、2）、3）、4）を踏まえて評価

代表者による評価

代表者による見直し

目標達成に向けて活動し、法規制の遵守状況を周知徹底して励んでおります。駐車場での
運転は十分注意を払い確認を怠らない。緑のカーテンに挑戦。少し時間はかかりましたが、
外観も良く、夏の日差しを防ぐのに役立っております。

【今後の取組】

年間の計画を立てる際に、避難訓練の予定には予備日も含める。人数の関係上、無理な
予定は組み込まない。年によって、必須の講習が続けてあるため。
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